
20【日台共栄】平成20年8月　第21号

第
九
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修
団
（
伊
藤

英
樹
団
長
・
佐
藤
藤
助
副
団
長
）
は
、
五
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
三
泊
四
日

の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
五
月
二
十
日
か
ら
は

す
で
に
馬
英
九
政
権
が
船
出
し
て
お
り
、
李

登
輝
元
総
統
を
は
じ
め
と
す
る
講
師
の
先
生

方
か
ら
台
湾
の
行
末
や
日
台
関
係
に
つ
い
て

の
展
望
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す

る
四
十
一
名
が
参
加
し
た
。

■

第
１
日
・
５
月
23
日（
金
）

日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
桃

園
空
港
か
ら
一
路
、
淡
水
へ
移
動
。
こ
こ
で

現
地
参
加
組
と
合
流
し
、
休
む
ま
も
な
く
研

修
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
前
回
の
開
催
か
ら
、

研
修
会
場
を
李
登
輝
学
校
の
オ
フ
ィ
ス
が
入

る
淡
水
の
瀟
洒
な
ビ
ル
に
移
し
て
お
り
、
好

評
を
博
し
て
い
る
。

す
で
に
お
馴
染
み
と
な
っ
た
郭
生
玉
・
秘

書
長
の
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
、
い
よ
い
よ
研

修
開
始
。
講
義
第
一
弾
は
、
研
修
団
で
は
初

め
て
講
義
い
た
だ
く
李
明
峻
先
生
（
台
湾
国

際
法
学
会
副
秘
書
長
）
の
「
国
際
環
境
下
の

日
台
関
係
史
」
で
ス
タ
ー
ト
。

京
都
大
学
で
博
士
号
を
取
得
後
、
岡
山
大

学
で
教
え
て
い
た
李
先
生
は
、
台
湾
の
国
際

法
学
会
で
は
若
手
の
ホ
ー
プ
と
し
て
期
待
さ

れ
て
お
り
、
台
湾
の
法
的
地
位
に
関
す
る
著

作
や
訳
書
も
多
い
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
台

湾
の
戦
略
的
な
地
位
か
ら
説
き
起
こ
し
、
台

湾
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
が
い
か
に
変
容
し
て

き
た
か
を
丁
寧
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
李
先
生
、
一
九
〇
セ
ン
チ
は
あ
ろ
う
か
と

い
う
威
丈
夫
、
さ
ら
に
横
に
も
大
き
い
。
奥

様
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
円
盤
投
げ
ド

イ
ツ
代
表
、
ご
自
身
も
重
量
挙
げ
台
湾
代
表

と
し
て
出
場
し
て
知
り
合
っ
た
と
か
。
講
義

後
も
、
李
先
生
に
は
晩
餐
会
ま
で
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
話
し
き
れ
な
か
っ
た
講
義
の

続
き
か
ら
家
庭
秘
話
ま
で
披
露
。
曰
く
、
娘

二
人
を
含
む
家
族
の
中
で
一
番
小
さ
い
、
と

か
。
初
日
の
夜
は
楽
し
く
更
け
て
い
っ
た
。

■

第
２
日
・
５
月
24
日（
土
）

今
日
も
快
晴
。
五
月
と
は
い
え
、
台
湾
で

は
す
で
に
朝
か
ら
汗
ば
む
陽
気
だ
。
こ
の
日

の
講
義
は
林
明
徳
先
生
（
国
立
台
湾
師
範
大

学
教
授
）
の
「
台
湾
主
体
性
の
追
求
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
い
つ
も
な
が
ら
、
緻
密
な
研
究

に
裏
打
ち
さ
れ
た
林
先
生
の
「
台
湾
は
中
国

で
は
な
い
」
理
論
に
、
一
同
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。
講
義
が
終
わ
る
と
、
次
々
と
質

問
の
手
が
挙
が
る
が
、
時
間
の
関
係
で
打
ち

切
ら
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
。

休
憩
時
に
は
、
李
登
輝
学
校
の
ス
タ
ッ
フ

が
毎
度
心
尽
く
し
の
茶
菓
を
用
意
し
て
く
れ

る
。
す
で
に
参
加
者
と
顔
な
じ
み
の
ス
タ
ッ

時
宜
に
叶
う
充
実
し
た
テ
ー
マ
で
開
催理

事

早は
や

川か
わ　

友と
も

久ひ
さ

第
九
回
李
登
輝
学
校
研
修
団
レ
ポ
ー
ト
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フ
も
お
り
、
和
気
藹あ
い

々あ
い

と
し
た
雰
囲
気
。

続
い
て
は
台
湾
経
済
界
の
重
鎮
、
黄
天
麟

先
生
（
元
第
一
銀
行
頭
取
）
の
「
台
湾
の
経

済
」。
国
民
党
政
権
が
発
足
し
、
台
湾
と
中

国
の
接
近
は
必
至
と
見
ら
れ
て
い
る
な
か
、

従
来
か
ら
の
中
国
経
済
依
存
は
さ
ら
に
深
度

を
増
す
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
局
面
が
あ
る

の
か
、
参
加
者
の
関
心
も
高
い
。

昼
食
は
お
弁
当
。
台
湾
な
ら
で
は
の
鶏
腿

肉
の
醤
油
煮
や
味
玉
子
が
弁
当
箱
の
中
に
所

狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
デ
ザ
ー
ト
や
飲
み
物

も
た
っ
ぷ
り
。
お
弁
当
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、

食
べ
物
が
豊
富
な
台
湾
を
実
感
す
る
。

午
後
か
ら
は
野
外
研
修
と
し
て
烏う

来ら
い

へ
出

発
。
温
泉
地
と
し
て
も
有
名
な
烏
来
は
元
々

タ
イ
ヤ
ル
族
の
居
住
地
で
、
今
も
多
く
の
タ

イ
ヤ
ル
族
が
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
会
場
と

な
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
お
な
じ
み
の
馬

莎
振
輝
先
生
（
漢
名
。
タ
イ
ヤ
ル
族
民
族
議

会
議
長
）
ご
夫
妻
や
烏
来
郷
高
砂
義
勇
隊
記

念
協
会
の
簡
福
源
理
事
長
、
移
転
前
の
高
砂

義
勇
隊
記
念
碑
を
建
立
し
た
故
周
麗
梅
さ
ん

の
ご
子
息
で
、
碑
を
護
持
さ
れ
て
い
る
マ
カ

イ
・
リ
ム
イ
さ
ん
ら
が
待
ち
受
け
て
い
て
下

さ
っ
た
。

高
砂
義
勇
隊
記
念
碑
は
、
場
所
を
提
供
し

て
い
た
会
社
が
一
昨
年
に
倒
産
し
て
土
地
が

人
手
に
渡
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
や
台
湾
か

ら
の
募
金
に
よ
っ
て
台
北
県
政
府
所
有
地
へ

の
移
転
が
決
ま
っ
た
。
だ
が
、
国
民
党
な
ど

か
ら
の
反
対
を
受
け
、
全
面
撤
去
こ
そ
逃
れ

た
も
の
の
記
念
碑
は
板
で
覆
い
隠
さ
れ
封
鎖

さ
れ
る
羽
目
に
。
し
か
し
研
修
直
後
の
五
月

末
、
台
北
県
政
府
側
が
封
鎖
を
解
除
し
、
撤

去
し
た
石
碑
を
す
べ
て
元
に
戻
す
こ
と
で
全

面
解
決
の
メ
ド
が
立
っ
た
。
九
月
に
は
施
工

に
入
る
予
定
だ
と
い
う
。

馬
莎
先
生
の
講
義
は
「
台
湾
原
住
民
の
歴

史
」。
今
回
は
パ
ソ
コ
ン
に
加
え
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
ま
で
自
前
で
用
意
し
、
ス
ラ
イ
ド

を
駆
使
し
て
の
講
義
で
あ
る
。
日
本
人
以
上

に
達
者
な
日
本
語
に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン
用
語

が
次
々
飛
び
出
し
て
き
た
の
に
は
驚
い
た
。

山
の
天
気
は
変
わ
り
易
く
、
講
義
が
終
わ

る
頃
に
は
大
雨
と
な
っ
た
が
、
一
同
は
高
砂

義
勇
隊
記
念
碑
へ
。
簡
理
事
長
や
馬
莎
先
生

に
も
ご
一
緒
い
た
だ
き
、
伊
藤
団
長
に
よ
る

献
花
の
後
、
黙
禱
を
捧
げ
た
。

林明徳先生（5月24日）

黄天麟先生（5月24日）

馬莎振輝先生（5月24日）

李明峻先生（（5月23日）
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会
場
へ
戻
る
と
、
今
度
は
お
楽
し
み
の
原

住
民
料
理
が
待
っ
て
い
た
。
草
魚
の
唐
揚
や

山
菜
炒
め
は
自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た

原
住
民
な
ら
で
は
の
料
理
。
タ
イ
ヤ
ル
族
名

物
の
ど
ぶ
ろ
く
も
振
舞
わ
れ
て
、
一
同
の
箸

が
進
ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

■

第
３
日
・
５
月
25
日（
日
）

朝
一
番
、
研
修
会
場
に
集
ま
っ
た
私
た
ち

に
届
い
た
の
は
悲
報
だ
っ
た
。
前
夜
、
第
二

回
の
李
登
輝
学
校
研
修
団
か
ら
通
訳
・
ガ
イ

ド
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
李
清
興
さ

ん
（
勝
美
旅
行
社
社
長
）
が
、
患
っ
て
い
た

食
道
癌
の
た
め
急
逝
さ
れ
た
と
い
う
。
治
療

の
甲
斐
が
あ
り
、
最
終
日
の
李
登
輝
校
長
の

講
義
に
は
出
席
し
て
皆
さ
ん
に
会
い
た
い
と

連
絡
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
第
八
回
の

折
、
台
風
で
講
師
の
方
が
来
ら
れ
ず
、
代
打

講
師
と
し
て
急
遽
、
国
民
党
圧
政
下
の
台
湾

を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
御

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

こ
の
日
の
講
義
は
迫
田
勝
敏
先
生
（
元
中

日
新
聞
台
北
支
局
長
）
に
よ
る
「
日
本
人
の

台
湾
生
活
経
験
」
か
ら
。
毎
回
、
迫
田
先
生

に
は
台
湾
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
内
容
を

語
っ
て
い
た
だ
き
好
評
を
得
て
い
る
。
総
統

選
挙
に
あ
た
り
、
国
民
党
は
い
か
に
し
て
組

織
動
員
し
た
か
。
そ
れ
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
組
合
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
こ

ん
な
話
は
日
本
で
は
絶
対
に
報
道
さ
れ
な
い

し
、
台
湾
で
も
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
鋭

い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
視
線
を
持
つ
迫
田
先

生
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
講
義
だ
っ
た
。

続
い
て
は
研
修
団
初
登
場
、
陳
茂
雄
先
生

（
国
立
中
山
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
台
湾
の

政
党
の
歴
史
」。
陳
先
生
は
筋
金
入
り
の
独

立
派
と
し
て
、
ま
た
李
総
統
の
擁
護
者
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
台
湾
で
は
今
年
一
月
の
立

法
委
員
選
挙
か
ら
小
選
挙
区
制
が
導
入
さ

れ
、
選
挙
制
度
も
様
変
わ
り
し
た
。
情
熱
的

な
話
し
方
は
聴
衆
を
魅
了
す
る
。
な
か
な
か

分
か
り
に
く
い
国
民
党
執
政
時
の
黒
い
選
挙

か
ら
最
新
の
選
挙
事
情
に
至
る
ま
で
、
選
挙

の
裏
側
を
丁
寧
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

昼
食
後
は
二
回
目
の
野
外
研
修
と
し
て
北

投
の
温
泉
博
物
館
と
文
物
館
へ
。
台
北
近
郊

に
あ
る
北
投
は
、
台
湾
で
初
め
て
の
温
泉
地

と
し
て
名
高
い
。
拓
か
れ
た
の
は
日
本
時
代

の
一
九
一
三
年
。
博
物
館
で
は
当
時
の
公
衆

浴
場
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
湾
生
で
、
青
春

期
ま
で
台
湾
で
過
ご
し
た
参
加
者
の
竹
市
敬

二
氏
は
「
こ
の
浴
場
を
覚
え
て
い
る
。
小
さ

い
頃
に
家
族
で
来
た
」
と
話
し
て
い
た
。

北
投
文
物
館
で
は
「
結
婚
」
を
テ
ー
マ
に

台
湾
・
日
本
・
原
住
民
（
タ
イ
ヤ
ル
族
）
の

文
化
を
紹
介
す
る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
花
嫁
衣
裳
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、

三
つ
の
文
化
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
衣
装
が
あ

り
、
目
に
も
艶
や
か
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
台

湾
の
文
化
は
多
彩
だ
。
元
々
の
文
化
に
日
本

文
化
と
中
華
文
化
が
流
入
し
、
原
住
民
文
化

が
多
層
性
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本

で
は
婚
礼
の
儀
式
に
純
真
無
垢
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
白
を
基
調
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
一

般
的
に
台
湾
で
は
縁
起
の
悪
い
色
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
て
テ
ー
マ
ご
と
に
日
台
間
の

文
化
を
考
え
て
い
く
の
も
面
白
い
。
参
加
者

に
も
大
好
評
だ
っ
た
。

夕
方
以
降
は
自
由
行
動
。
伊
藤
団
長
や
片
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木
裕
一
・
李
登
輝
学
校
日
本
校
友
会
理
事
長

ら
と
李
清
興
さ
ん
の
通
夜
に
駆
け
つ
け
た
。

世
話
好
き
で
通
っ
て
い
た
李
さ
ん
の
こ
と
、

李
登
輝
学
校
の
同
窓
生
が
た
く
さ
ん
手
伝
い

に
来
て
く
れ
て
い
た
。

■

第
４
日
・
５
月
26
日（
月
）

朝
か
ら
篠
つ
く
雨
。
と
は
い
え
、
今
日
は

李
登
輝
校
長
先
生
の
講
義
が
聞
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
参
加
者
も
一
様
に
興
奮
気
味
だ
。

午
前
十
時
過
ぎ
、
李
校
長
が
相
変
わ
ら
ず
の

笑
顔
を
湛
え
て
教
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。

一
同
、
大
き
な
拍
手
で
歓
迎
。
挨
拶
も
そ
こ

そ
こ
に
、
さ
っ
そ
く
講
義
に
突
入
。
や
は
り

講
義
の
焦
点
は
、
新
し
く
発
足
し
た
馬
政
権

に
つ
い
て
。

「
当
選
を
果
た
し
た
二
日
後
、
馬
英
九
氏
と

蕭
萬
長
氏
が
訪
ね
て
き
た
の
は
、
日
台
関
係

の
パ
イ
プ
の
な
さ
を
心
配
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
巷
で
は
国
民
党
が
政
権
に
返
り
咲
い
て

ま
た
元
の
暗
黒
時
代
に
戻
る
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
台
湾
の
民
主
主
義
の
深
度
か
ら

い
っ
て
そ
れ
は
な
い
。
む
し
ろ
国
民
党
を
変

え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
現
に
、
私
は
国
民
党
の

中
に
い
て
民
主
化
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
れ
に

馬
氏
は
中
国
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
」
と
分
析
。

講
義
は
続
い
て
台
湾
の
国
際
的
地
位
へ
。

李
校
長
の
主
題
は
戦
争
法
。
戦
後
、
日
本
は

米
国
の
占
領
下
に
お
か
れ
、
戦
争
法
に
基
づ

い
て
統
治
が
行
わ
れ
た
。
台
湾
は
米
国
の
指

示
に
よ
り
中
華
民
国
に
占
領
が
任
さ
れ
た
。

し
か
る
に
、
現
在
も
台
湾
は
占
領
統
治
下

に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
、
米
国
の

沖
縄
統
治
と
同
じ
発
想
が
で
き
る
。
そ
の
た

め
に
は
戦
争
法
の
研
究
を
台
湾
で
チ
ー
ム
を

組
ん
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
相
変
わ

ら
ず
緻
密
な
研
究
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に

満
ち
た
講
義
だ
っ
た
（
詳
細
は
４
頁
参
照
）。

続
い
て
の
修
了
式
で
は
、
李
校
長
み
ず
か

ら
参
加
者
全
員
に
修
了
証
書
を
手
渡
さ
れ
て

記
念
撮
影
。

昨
年
の
訪
日
直
後
の
第
八
回
、
国
民
党
新

政
権
発
足
後
の
今
回
と
、
時
宜
を
得
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
研
修
団
を
開
催
し
て
き
た
の
は
本

会
の
面
目
躍
如
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

迫田勝敏先生（5月25日）

陳茂雄先生（5月25日）

李登輝先生（5月26日）

鳥来で原住民料理を囲む（5月24日）


